
 

 

平成 2９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 
 

 

  

道府県・政令市名【  京都府  】 

学校名【 京都府立綾部高等学校 】 

１ 実践テーマ 【Ⅰ・Ⅲ・Ⅴ】 

２ 実施対象者 １年生295名（男子129名、女子166名） 

卓球部（１・２年生 男女８名） 

スポーツ総合専攻３年生のソフトボール部男女・硬式野球部 

一般生徒（ボランティアバンク登録者）参加者は９名 

３ 展開の形式 （１）	学校における活動 

① 教科名（体育・スポーツ概論） 

② 行事名（１年生対象人権教育） 

③ その他（放課後の部活動での交流） 

（２）	地域における活動 

① イベント名（あやリンピック） 

② その他  （        ） 

４ 目標 

（ねらい） 

特別支援学校の生徒達とのスポーツ交流を通じて、障がいのある人

への理解と共生社会を形成するための思いやりの心を育てる。 

 パラリンピアンの講演で、障がいを克服し自分の目標を達成された

話を聞くことにより、自己目標達成の為に必要なヒントを得る。 

５ 取組内容 （１）『１年生対象講演会』 

10 月 25 日にリオパラリンピック銅メダリストの山田拓朗選手を

迎え、本校倉貫教諭（筑波大学の先輩後輩の関係）とのトークショー

形式で講演会を行った。 

 
 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 

・生徒感想文 

パラリンピックというとあまり有名で無いイメージを持ってしま

っていて、実際、今回講演会に来てくださった山田選手のことも知り

ませんでした。しかし、どこに障害があるのか最初分からなかったほ

ど、とても明るくおもしろい方で、パラリンピックへの印象が変わっ

た気がしました。普段、私は障害者に対して同情を感じてしまうので

すが、山田選手に対しては、その明るさと世界的な選手に対する尊敬

を感じました。講演の中でとても印象的なのが、山田選手が自分に障

害がある事に対して「不便は無い」と言っておられたことです。着替

えや食事も自力でできると言っておられて驚きました。障害の無い私

が、人に頼ってしまうことがよくあると言うことを恥ずかしく感じま

した。山田選手の明るさや、努力家である面を見習うべきだと思いま

した。 

（２）『中丹支援学校とのスポーツ交流会』 

 本年度は、卓球とソフトボールという種目での交流会を行った。 

   
          卓球の交流         ソフトボールの交流 
 卓球は本校の卓球部と、ソフトボールは本校のスポーツ総合専攻３

年生の男女ソフトボール部と硬式野球部の９名が参加して行った。 

・生徒感想文 

 中丹支援学校で卓球の交流をして、いつもとは違った練習の内容

で、ラリーとかを沢山続けることができたので良かったと思います。

いつもの部活動なら、自分の卓球練習になるけれど、中丹支援学校に

行った時は、卓球を教えるという難しさを自分で知ることができまし

た。卓球を教える時も一つずつゆっくりと丁寧に教えることが大切だ

と言うことを今回の交流で沢山知ることができました。 

 短い交流の時間で練習メニューをしっかりすることができたし、一

回だけだったけど試合をすることができて良かったです。中丹支援学

校の人たちと楽しく卓球交流ができて良かったです。 

 また機会があれば、一緒に練習したいと思います。 

（３）『あやリンピックのボランティア』 

年齢、性別、障害の有無にかかわらず誰でも参加できるスポーツの

祭典「あやリンピック」が、10 月 29 日に綾部市市民センターで行

われた。本校からボランティアバンクに登録している生徒の内９名が

参加し、競技がスムーズに行われるように気を配りながら参加者と交

流を深めた。 

  

 

 

 



 

 

  
（４）『オリ・パラだよりの作成』 

本年度も５月号（第１号）から３月号（第 10 号）まで毎月オリン

ピック・パラリンピックに関する内容を掲載し、HR 掲示をして生徒

に広報した。 

６ 主な成果 

 

 本年は講演会を始め、多くの障がい者の人との交流の機会を持つこ

とができた。その中で生徒の感想文にもあるように、自分の事として

とらえ、前向きに歩んでいくことの大切さを学ぶことができた。 

 また、共生社会形成の大切さと思いやりの心を育むことができた。 

７ 実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

 中丹支援学校とのスポーツ交流（ソフトボール）では、本校の生徒

はそれぞれの部活動のユニフォームを着用し参加した。そのことによ

り単なる交流と違い、試合の雰囲気を出してもらって本気モードでの

交流会に成るように工夫した。 

 講演会を本校の先生と講師の先生によるトークショー形式で行っ

たことにより、生徒にとって聞きやすい講演会となった。 

８ 主な課題等  トークショー形式での講演会では、生徒に対して事前にアンケート

等による質問等をまとめておくと進行しやすい。 

 また、講師と十分な打合せをしておくことがスムーズな進行に繋が

り、生徒の心に入って行きやすい。 

９ 来年度以降

の実施予定 

 中丹支援学校とのスポーツ交流が続けて行えているので、今後とも

計画的に続けられるように、年度当初より連絡を密にして行う。また、

障がいスポーツによる交流も行えるようにする。 

 オリンピック・パラリンピック教育から多くの生徒が色々な事柄を

身に付ける機会となるようにしたい。 

 


